
【　様式１　】

2016年(平成28年)度　　学校教育総合プランに沿った重点とする取り組みと評価 【逗子市立逗子中学校】

学校教育総
合プランの柱① 授業づくり

２０１６年（平成28年）度 ２０１７年（平成2９年）度 ２０１８年（平成３０年）度

各学年、落ち着いた学習環境のもと、ねらいを明確にし、
しっかり取り組めている。

各学年、落ち着いた学習環境のもと、ねらいを明確にし、
しっかり取り組めている。

↓ ↓ ↓
学校教育目標のもと、確かな学力の向上、豊かな人間性
の育成、健康・体力づくりの調和のとれた教育活動の推
進を図る。

学校教育目標のもと、確かな学力の向上、豊かな人間性
の育成、健康・体力づくりの調和のとれた教育活動の推
進を図る。

↓ ↓ ↓

学校図書館教育の充実と生徒の読書活動の推進。防災
教育・健康教育・体力づくり・食育・環境教育・福祉教育・
国際教育・キャリア教育・市民性教育の推進。情報教育
（ＩＣＴ）の充実。

学校図書館教育の充実と生徒の読書活動の推進。防災
教育・健康教育・体力づくり・食育・環境教育・福祉教育・
国際教育・キャリア教育・市民性教育の推進。情報教育
（ＩＣＴ）の充実。校内研究の推進。

↓ ↓ ↓

授業を学校教育の基盤として、確かな学力の向上に取り
組む。意欲的に取り組み、知性を養う実践を目指す。教
員の授業研究の充実を図り、授業規律を大切にする。

「わかる授業」を学校教育の基盤として、学びにくさの改
善を図り、確かな学力の向上に取り組む。意欲的に取り
組み、知性を養う実践を目指す。教員の授業研究の充実
を図り、授業規律を大切にする。

↓ ↓ ↓

Ａ Ａ

学校評議委員などの会議において、「わかる授業をめざ
した取り組みの成果が、学校全体の落ち着いた学習環
境につながってる」と、評価をいただいた。また、教員の
意識も高まり授業力も向上している。

朝学活の時間を活用し、朝読書を全学年で毎日実施し
た結果、学校全体で朝から学習に向けた、静寂で落ちつ
いた雰囲気を創ることに繋がった。また、校内研究にお
いて、わかる授業を目指し、計画に基づく指導を目指し
た。学びにくさの改善においては、ユニバーサル化の考
えのもと、個々に応じた学習形態を考えられるようになっ
た。その結果、前期授業評価アンケートにおいて、全て
の項目で70％以上の肯定的回答を生徒から得ることが
できた。

↓ ↓ ↓

研修時間、研修内容が不足しており、生徒に還元できて
いないことがあるため、教員の自己啓発をさらに充実さ
せたい。

校内研究の内容精選を行い、日々の業務とのバランス
と、教職員及び生徒の現状を考慮しながら、教員一人ひ
とりが十分に取り組むことのできる校内研究の内容、方
法を考えていくとともに、研究や研修を深め、教科会を充
実させ、教員のスキルアップを図る必要がある。

評価の根拠

課題

学校及び学年
等の実態

目標

取り組み計画

実践内容

評価



【　様式１　】

2016年(平成28年)度　　学校教育総合プランに沿った取り組みと評価 【逗子市立逗子中学校】

学校教育総
合プランの柱② 集団づくり

２０１６年（平成28年）度 ２０１７年（平成2９年）度 ２０１８年（平成３０年）度

基本的な生活習慣を身につけられるような集団になって
きている。問題行動については、個に応じた指導（生徒
指導と支援教育）により理解が深まっている。

基本的な生活習慣およびルール・マナーの大切さを理解
できる集団になってきている。問題行動については、個に
応じた指導（生徒指導と支援教育）により理解が深まって
いる。

↓ ↓ ↓

お互いの違いを尊重し、認め合える集団作りを目指す。
生徒を多面的に理解し地域や保護者と信頼関係を構築
する。

お互いの違いを尊重し、認め合い、協力し合える集団づ
くりを継続し、高め会える自主的な集団を育成する。多様
な生徒の学びを支えることができるように、地域や保護
者との連携を目指す。

↓ ↓ ↓

保護者等と連携した生徒の基本的生活習慣の育成。学
校からの多様な手段による情報発信と保護者・地域との
密な連携。

学校と保護者の信頼関係に基づいた、安心で安全な学
習環境の整備や情報共有に取り組む。保護者等と連携
した生徒の基本的生活習慣の育成を図る。学校からの
多様な手段による情報発信と保護者・地域との密な連携
を図る。学級・生徒会活動において自主的な活動を促
し、支援していく。朝読書を全校で取り組むことにより、落
ち着いて学習する雰囲気をもった集団を目指す。

↓ ↓ ↓

褒めること、認めることを探し、保護者・本人に伝えてい
く。生徒の多面的な理解を重ねて指導にあたった。

生徒を褒めること、認めることを大切に、その内容を保護
者と共有する。生徒の多面的な理解を深めながら指導に
あたる。生徒による企画・運営（役割と出番）の機会を与
え、指導・支援していく。

↓ ↓ ↓

Ａ Ａ

学校生活全体に安心感が根付き、前向きに学習に取り
組むことができるようになってきている。

生徒会行事や学年行事において、学年協議会・常任委
員会や実行委員会を中心に、生徒が主体的に取り組む
ことができている。また、その活動が校内の落ち着いた
環境に結びつき、生徒が安心して、前向きに取り組むこ
とができている。

↓ ↓ ↓

子どもの多様性を理解・共有しながら、保護者との密接
な連携が図れるようにさらに努力し、学校への理解・協力
が得られるようにしていきたい。積極的な生徒指導を柱と
しながら、予防的な支援を充実させていきたい。

地域に根ざした生徒会活動（地域清掃等）を充実させ、
地域の一員としての自覚と地域連携をさらに深めて行く。
また、生徒一人ひとりに、役割と活躍できる場面を多く設
定し、自己有用感を向上させるように取り組みたい。
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学校及び学年
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取り組み計画

実践内容

評価



【　様式１　】

2016年(平成28年)度　　学校教育総合プランに沿った取り組みと評価 【逗子市立逗子中学校】

学校教育総
合プランの柱③ 学校組織づくり

２０１６年（平成28年）度 ２０１７年（平成2９年）度 ２０１８年（平成３０年）度

支援教育への理解が深まり、不登校の減少や学習環境
の整備が整いつつある。

支援教育への理解が深まり、個に応じた支援により、学
習環境が整えられ、不登校や不適応が減少している。

↓ ↓ ↓

支援体制の充実・学習環境や授業のユニバーサル化や
インクルーシブへの取り組みを推進する。

支援体制の充実、学習環境や授業のユニバーサル化や
インクルーシブへの取り組みを推進する。積極的な生徒
指導と支援の一体化を目指すとともに、学びにくさの改
善を図る。

↓ ↓ ↓

予防的な対応を心掛ける。早期の対応を行う。個に応じ
た指導を行う。

保護者との信頼関係を構築し、多面的な理解を深め、予
防的な対応を心がけ、個に応じた早期の対応を行う。学
校組織を標準化することを通して、校務分掌をわかりや
すくしていく。

↓ ↓ ↓

個別支援や特別支援学級での協同学習により、学習に
参加することができる機会を増やした。

支援を要する生徒への支援体制の充実（個別の支援・指
導・補充的な学習の計画等を日課表に位置づけ）を図
り、学習に参加することができる機会を増やす。

↓ ↓ ↓

Ａ Ａ
登校の定着ができるようになったり、授業への取り組み
が向上した。

機能する支援教育の観点から、組織的に生徒と向き合うこと
で、信頼関係を深め、保護者とともに考えることができるように
なった。

↓ ↓ ↓

支援を必要としている生徒がいることを踏まえた、共通理
解に基づいた支援教育の充実を図る。

教職員間で、「生徒指導＋支援教育」について共通理解を図
り、支援計画に基づいた、支援教育の充実に取り組む。

実践内容

評価

評価の根拠
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学校及び学年
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目標



【　様式２　】

①　「確かな学力」を育むた
めの指導の充実

校内研究と連動し「生徒一人ひとり」に視点をあてた研修の実施と授業改善
を図る

Ａ Ａ

②　授業研究の充実 学習評価の工夫、及び、研修意欲を高めると共に研究授業を日常化する Ｂ Ｂ

③　学習規律の確立 学校教育目標や発達段階に応じた継続性のある学習規律を作成する Ａ Ａ

①　読書活動の推進 朝読書や読書週間の内容を充実し興味の湧く本を紹介する Ａ Ａ

②　防災・減災教育の推進 生徒自らが防災・減災について考え、実践できるようにする Ｂ Ｂ

③　食育と体力づくり・健康
教育の推進

食に関する知識と選択する能力を持ち、健全な食生活を実践する Ａ Ｂ

④　情報教育の推進 ＩＣＴを活用したプレゼンテーションを取り入れた授業を学年ごと編成する Ｂ Ｂ

⑤　福祉教育の推進 社会福祉の理解を深め、地域と協働した生徒の社会性を慎重する Ａ Ａ

⑥　環境教育の推進 地域ボランティアに積極的に参加するように呼びかける Ａ Ａ

⑦　キャリア教育の推進 職業体験の実施、事前・事後学習等によるキャリア教育の推進を図る Ａ Ａ

⑧　国際教育の推進
ＩＥＡの効果的な活用による生徒のコミュニケ―ション能力の育成と国際理
解を図る

Ａ Ａ

⑨　市民性教育の推進 行政と連携し参加型民主主義の理解と行動的な参加への取り組み Ａ Ａ

①　基本的な生活習慣の育成 保護者等と連携した生徒の基本的生活習慣を育成する Ａ Ａ

②　豊かな心を育む教育の推
進

全校道徳等、道徳の時間の新たな手法についての検討と授業の実施を展開す
る

Ｂ Ｂ

③　体験活動の推進
１年・市長講話・横浜めぐり、２年自然体験学習、３年修学旅行の取り組み
を、特別活動や総合的な学習の時間を使って行う

Ａ Ａ

④　問題行動等への対応の推
進

スクールスタンダードの確立や予防的支援を充実させる Ａ Ａ

1 支援教育の推進 ①　支援教育の推進
学習環境・授業のユニバーサル化を図るための、スクールスタンダードを定
着させる

Ａ Ａ 80% 80%

2
安全・安心に向けた取
り組み

①　学校安全の推進 安全点検の充実や日常的な点検行動を確立する Ｂ Ｂ 60% 60%

①　研修事業の充実 計画的な校内研修会を通した人材育成を図る Ｂ Ｂ

②　教育に関する業務の標準
化に向けた取り組み

市内３中学校による標準化検討委員会における協議検討内容を校内において
周知する

Ａ Ａ

③　信頼に基づいた指導の推
進

誠意をもった丁寧な姿勢を励行しながらの迅速な対応と生徒の安全管理に取
り組む

Ｂ Ｂ

④　教育の情報化の推進
道徳、学活、技・家等での学びの中で、情報化時代のモラル、活用を育成す
る

Ａ Ｂ

①　幼稚園・保育園・小学
校・中学校の連携の推進

小・中学校間で、教員の授業交流を実施する Ａ Ａ

②　地域との連携の推進
学校関係者評価委員・学校評議委員・地域教育評議委員会・ＰＴＡとの連携
を強化する

Ａ Ａ

％は、Sを5、Aを4、Bを３、Cを２とし、項目数×５で割った数値

4 開かれた学校づくり 80% 80%

3 研修・研究の推進 70% 65%

75% 75%

Ⅲ
　
学
校
組
織
づ
く
り

73% 70%

Ⅱ
　
集
団
づ
く
り

1
認め合う集団づくりを
めざして

75% 75%

2 多様な教育活動の充実 76% 73%

73%

実施計画の重点等

Ⅰ
　
授
業
づ
く
り

1 授業力の向上 73% 73%

75%

項目別
成果

2017

項目別
成果

2018

柱別
成果

2016

柱別
成果

2017

柱別
成果

2018
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学校教育総合プラン実施計画・評価一覧　2016(H28)～2018(H30) 【逗子市立逗子中学校】

３
つ
の
柱

項　　　　目
行     動    プ    ラ    ン

3年間を見据えた取り組み内容
（できるだけ具体的な内容で記載する）

成果
2016

重点
目標

成果
2017

重点
目標

成果
2018

重点
目標

項目別
成果

2016

評価基準　Ｓ･･･想定以上の顕著な成果が見られ、行動プランが達成された(100％～90％程度)　　　　Ａ･･･想定していた成果が見られ、行動プランが達成された(90％～70％程度)
　　　　　Ｂ･･･課題はあるが一定の成果が見られ、行動プランが概ね達成された(70％～30％程度)　  Ｃ･･･成果が見られず、または一定の成果が見られたが、行動プランは達成されなかった(30％～0％程度)
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